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あらまし：本稿では，生成 AI の技術の発達により，本物と見紛うようなフェイクニュースについて，ど

の点が疑わしいかをユーザに指摘させる教材開発の計画について述べる。過去に作成した，動画に対して

のアノテーションシステムを，実験記事を静止画として作成，指定時間提示し，時間が経過すると次の記

事画像に変えることで，気づきの箇所の流れとコメントを取得するシステムである．各人の気づきを可視

化することでディスカッションなどに利用することを想定している． 
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1. はじめに 

近年の生成 AI 技術の発達により，誰もが簡単な

操作で本物と見紛う写真や動画，文章を生成できる

時代となった．既にソーシャルメディア，Web など

において AI 技術を用いて生成された情報が多く掲

載されており，社会的にも影響を及ぼしている． 
これらのコンテンツに対し，サービス事業者は社

会から対応を迫られており，目視によるフィルタリ

ングや AI を利用したフィルタリングによって問題

のある広告や投稿を削除する対策を進めている．し

かし日本においても有名人の写真を無断で利用した

投資広告やセミナーの勧誘などが後を絶たず，無断

で写真を利用された本人が，フェイク記事の対策を

サービス事業者に求めるととともに，社会に啓発す

ることを目的とした裁判を起こした例もある．これ

らのフェイクニュースやフェイク記事の蔓延は、個

人や社会全体に深刻な影響を及ぼしている．詐欺被

害に遭った被害者の供述では，有名な新聞会社の記

事と同じデザインで作られており，経済界でも著名

な人の対談記事であったため信じてしまったとのこ

とである． 
これらの事例のように，意図的に人を貶めること

を目的とした記事だけでなく，今後 AI が生成する

ニュース記事も増えると予想される．情報の信憑性

を判断する能力が一層必要となってくる．既に生成

AI を活用したフェイクニュースも SNS 等において

多く目にするようになった．これらが蔓延すると，

複数の情報源で同様の記事を目にすることも増える．

メディアリテラシーと批判的思考力を高め，情報の

信憑性を判断する能力の向上が必要とされる．筆者

らは，情報の受け手がどのようにニュース記事を読

み，どの点に着目し，どのような疑問を抱いたかを

取得し分析を行うことで，情報判断におけるメディ

アリテラシーを向上させるための教材開発と評価を

行なっている． 
 

2. 研究の目的，方法 
本研究では，情報活用におけるメディアリテラシ

ー教育の質の向上を目的とする一環として，情報の

受け手がニュース記事の，どの点に着目し，どのよ

うな疑問を抱いたかを取得するためのツールを検討，

開発する． 
Web の可読性や視線移動の調査には，アイトラッ

キングなどのツールを用いてデータを取得する方法

がとられているが，本研究で得たいデータには，記

事のどの箇所に対して，どのような疑問を抱いたの

かという 2 点が必要となる．そのため，アノテーシ

ョンを付与したタイミングと場所を取得するため，

筆者が 2017 年に作成した動画アノテーションシス

テムをもとに改良を行う． 
これまでに開発したシステム（舘ら, 2017）は，ス

マートフォンまたは PC から動画を視聴し．視聴中

に気になる個所をクリックまたはタッチすると，そ

の場所に赤丸が表示されコメントの入力が促される．

コメントを入力し，OK をクリックすると続きが再

生される．保存されるデータは時間と動画中のアノ

テーションの場所，コメントの 3 点であり，グルー

プワークまたは一斉授業等において，各人の気づき

の場所や時間を一覧，比較できるシステムであった． 
本研究に必要な機能は以下の 4 点である． 

1． Web のニュース記事と類似したフォーマット

でのコンテンツの提示 
2． 記事中のどの場所が気になったのかアノテー

ションの記録 
3． 上記 2 の場所に対するコメントの記録 
4． 記事の提示時間の制限 
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そのため，これまでのシステムでは動画に対して

のアノテーションシステムであったものを，実験

記事を静止画として作成，指定時間提示し，時間が

経過すると次の記事画像に変えることで，気づき

の箇所の流れとコメントを取得する．  
 利用に際しては，下記の流れとなる 
1. PC またはスマートフォンから実験用の Web

ページを開き指示に従いスタートすると課題

記事が表示される．（図 1） 
2. 記事に目を通し，気になる点があればその場

で該当箇所をタップまたはクリックする． 
3. タップされた箇所が赤丸で表示され，コメン

トの入力が求められる．（図 2） 
4. コメントを入力し，OK を押す． 
5. 2〜4 を，1 つの記事の提示時間繰り返す． 
6. 指定時間が経過すると次の記事が提示される． 
グループワークでは、全員の気づきの点を一覧し

ディスカッションすることもできる．（図 3） 
 
3. まとめと課題 

本研究では，情報の受け手がニュース記事のどの

点に着目し，どのような疑問を抱いたかを取得し，

分析を行うためのツールの検討と開発を行った． 
筆者らがこれまでに開発した動画アノテーション

システムを改良することで，目的のデータを取得で

きることが明らかとなった．しかし，データの取得

に際し，記事をどのような順序で読み進めるのかは

本システムでは得ることができない．この課題の解

決には，アイトラッキング等，既存システムとの連

携が必要となる． 
生成 AI の技術の発達により必要となる情報の信

憑性の判断に際し，今後，本システムを利用した実

験を通して分析を行なう予定である． 
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図 1 記事の提示 

図 2 気づきの個所，コメントの入力 

図 3 時系列と比較 
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